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「穏やかな日々」を願って      副校長 久富昭彦 

本年度より、うれしの特別支援学校に赴任しました副校長の 

久富昭彦です。昨年度は嬉野高等学校塩田校舎で勤務していま 

した。４月に赴任して、学校周辺の自然豊かな環境のもと、小・ 

中・高と１２学年の児童生徒が一堂に揃った本校で勤務できる 

ことにうれしさを感じています。   

しかしながら、新型コロナウイルス感染症の全国的な感染拡大 

の影響で、学校として十分な感染予防対策を行ってはいるものの 

始業式や入学式、体育祭等は規模を縮小して実施し、様々な学校 

活動において制限がかかることもたびたびです。このような状況 

下でも「児童生徒の学びを止めない」を合言葉に園田校長先生のもと職員一同、心を一つ

にして教育活動に取組んでいます。そのような中で救いは、児童生徒のにぎやかで元気な

姿や声が校舎に響いていることです。感染対策に十分に気を配りながらの学校生活で少々

窮屈な面もありますが、みんな元気にそれぞれの目標・課題に挑戦しています。 

私も、全ての児童生徒が、心豊かに、たくましく、有意義な学校生活を送れるように頑

張っていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

人権・同和教育の職員研修を行いました。 

８月 18日（水）に本校で人権・同和教育の職員研修を行いました。今年度はコロナウイ

ルス感染防止のため、会場を食堂と視聴覚室と職員室にわけてリモートで実施しました。 

講師に、佐賀県国際交流協会より香港出身の張慶雄（ちょう よしお）さんと平実穂（た

いら みほ）さんにおいでいただき「多文化から生まれる可能性」というテーマでお話をし

てもらいました。張さんは香港の紹介と、香港の多文化共生社会の事例をお話され、平さん

からは、佐賀県の多文化共生の現状をご紹介いただきました。本校職員からは「香港が発展

をつづけているのは、多民族が集まった地域で多文化を基礎に持ち、様々な能力を発揮でき

る素地があるからだと感じました。」「香港についての仕事の仕組み文化や安全性等を具体

的に詳しく聞けたことで、違うから離れようではなく違うところを認め合い、尊重していく

ことの大切さを改めて痛感しました。」などの感想が多く聞かれました。 

摂食に関する職員研修を行いました。 

８月１９日（木）に金立特別支援学校の河﨑直美先生と大古場絵美先生を講師に迎え摂食

研修会を行いました。給食は、多くの児童生徒が大好きな時間で、４時間目が終わるのを心

待ちにしている児童生徒がたくさんいます。今回は、おいしく安全に食べるためにというこ

とで食べる時の姿勢や援助の仕方など摂食指導の基礎・基本を話していただきました。これ

からの指導や支援に生かされることと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 HP にも記事を掲載しています。https://www.education.saga.jp/hp/ureshinotokubetsushien/ 

 後期就業・施設体験に向けて取り組んでいます！ 

進路指導部では、8月 22日（日）に「同窓会総会」を計画し、新役員の紹介やレクリ

エーション等を行う予定でした。また、9月８日（水）から 10日（金）まで、高等部１・

2 年生は「職場社会見学」を計画していて、職業自立コース、職業技能コース、基礎技能

コース、生活基礎コース、そして D課程の生徒がそれぞれ実態に合った職場、福祉施設等

を見学する予定でした。しかし、佐賀県における新規感染者数が県内過去最多の状況を更

新しているという現状を踏まえて、検討の結果、「同窓会総会」や「職場社会見学」を中止

せざるを得なくなりました。非常に残念ですが、今一度、児童生徒等の健康観察を十分行

う、また、手洗いやうがい、マスク着用など基本的な感染症対策を徹底する等、実施して

いただき、いつかまた安心して「同窓会総会」や「職場社会見学」などの学校行事が実施

できればと思います。 

夏休み前に配布した「福祉事業所紹介リーフレット」には、目を通していただけたでし

ょうか？ 

高等部では１０月２５日（月）から１１月１２日（金）までの３週間（期間や日数は学

年やコースで異なる）で実施する予定です。 

また、中学部３年生でも１週間の就業・施設体験を実施する予定です。 

校区内には多くの福祉施設があり、その事業や作業の内容も様々です。積極的に話を聞

いたり、見学をしたりして情報の収集に努めましょう。合わせて、正面玄関の「進路コー

ナー」には福祉事業所のパンフレットや前期就業・施設体験先などの情報を掲示していま

すので、ご自由にご覧になってください。 

進路指導部より 

本校では、地域の特別支援教育の推進のために、地域のセンター的機能を

果たすべく、教育相談・巡回相談等を行っています。 

どうぞ、ご活用ください。 

相談支援部担当：進藤・浦郷・川﨑    ＴＥＬ ０９５４－６６－４９１１ 

相談支援部より 

食物アレルギーに関する職員研修を行いました。 

児童生徒の夏季休業期間中に、全職員を対象に食物アレルギーの研修会を行いました。 

食物アレルギーは、幼少期より症状が出る場合の他、突然新規で発症する場合もあります。

県内の学校でも、毎年数件の新規発症者が出ています。校内で食物アレルギーの症状を発症

した場合は、複数の教職員が適切な対応を行う必要がありますので、正しい知識と理解をも

って、緊急時に慌てず、落ち着いて行動ができるように本研修会を行いました。 

給食室でも、食物アレルギー対応食の他、毎日の衛生管理を徹底して、成長期の子供たち

が喜ぶおいしい給食を作っていきたいと考えています。 

令和３年度「とうせん祭」について 

開催期日：令和３年１０月１日（金） 開催方法：無観客 


